
Ⅲ 利用者がメリットを実感できる制度の運用

中核機関と家庭裁判所の連携の在り方（個人情報の提供・共有）

個人情報の提供・共有の必要性

＜適切な後見人等の選任及び交代＞

適切な後見人等の選任，後見開始後の柔軟な後見人等の交代や，後見人等の支援を実現するためには，

中核機関等と家庭裁判所との間で，本人や後見人等に関する情報を提供・共有することが必要不可欠

後見人選任の場面後見人選任の場面

中核機関 家庭裁判所

★ 本人が必要とする支援の内容に関する情報

★ 後見人候補者等に関する情報

家庭裁判所

本人の多様なニーズに応じた最も適切な

後見人等を選任することが可能となる

情報提供

中核機関 家庭裁判所

★ 本人や後見人等に関する情報

中核機関等

支援の対象となる本人・後見人等を把握し，

継続的な見守りや相談対応等の支援を行う

ことが可能となる

情報提供

後見人支援の場面後見人支援の場面

中核機関 家庭裁判所

★ 本人や後見人の状況の変化に関する情報

★ 後任の後見人候補者に関する情報

家庭裁判所

後見人等の状況の変化に応じた柔軟な

後見人等の交代を行うことが可能となる

情報提供

後見人交代の場面後見人交代の場面

現状 … 個人情報の提供・共有の法的根拠や提供すべき情報の範囲等が必ずしも明確でなく，取組が進められない

関係官庁等を含めた協議の場を設定し，検討を進めていただきたい

問題点の整理とルール作りに向けた議論を行う必要がある

例えば
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